
 新 規 請 願

厚生常任委員会

請願番号 請願第２２号 受理年月日 令和８年９月１０日

請願の内容 （件名）

「デジタル終活登録・生活承継プラットフォームの構築について」

の請願

（請願の要旨）

１ 高齢者及び障がい者の生活に関する情報を本人同意に基づき

安全に登録・管理し、有事の際に、必要な機関へ確実に伝達する

デジタル基盤「デジタル終活登録・生活承継プラットフォーム」

の構築・運営を担う市町村に対し、県は広域的な標準化、システ

ム基盤の整備支援及び市町村間の連絡調整を行うこと。

２ 改正行政書士法の趣旨を踏まえ、行政書士等の専門職が、住民

に対する「デジタル終活登録・生活承継プラットフォームへの登

録支援」及び「生活に関する契約手続支援」を担う仕組みについ

て、まずは自治体ＡＸ・ＤＸを推進するモデル事業として一部市

町村で先行実施し、その効果を検証した上で、県内への本格的な

普及を図っていくこと。

（請願の理由）

１ 急速な高齢化の進展に伴い、認知症高齢者の増加、独居高齢者

の孤立死、身寄りのない高齢者への対応、空き家の増加など、高

齢者及びその家族を取り巻く課題は年々深刻化している現状を

受け、自治体が有事の照会に迅速に対応するデジタル基盤を整備

し、行政書士等の専門職が住民の登録を支援することは、高齢者

及び障がい者が住み慣れた地域で安心して最後まで暮らし続け

られる環境の実現に寄与する。

２ 生前からの意思決定支援や契約手続支援と結びつけることに

より、相続手続の放置等に起因する耕作放棄地、所有者不明森林、

空き家をはじめとする管理不全不動産の発生を未然に防ぐこと

に繋がる。



３ 災害発生時の復旧復興のフェーズにおいて、同意を要する公費

解体、相続放棄等の熟慮期間内における意思決定、被災住宅の再

建・売却・相続方針の決定などに関して、速やかな意向確認をす

ることに寄与できる。
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